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発表テーマ

期待に応えていける大学を目指して

～大学生の笑顔を見たくて～
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除籍・退学率の減少
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テーマ選定理由 大学の現状

大学の現状は？

除籍・退学率の増加



除籍・退学率の減少
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問題点の深堀

要因とは

学部学科のミスマッチ
対人関係
修学意識の低下
学費が払えない

ect…



除籍・退学率の減少
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問題点の深堀

対人関係に問題を感じるのは

大学内でのコミュニケーションの機会が不足



除籍・退学率の減少
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解決策の検討

大学としての取り組みは

メンター・オリター制度
学生アドバイザー
少人数授業
アクティブラーニング
など



除籍・退学率の減少
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大学のイノベーションの提案

・提案の概要
コミュニケーションサイクル

関わり合い

理解情報提供



除籍・退学率の減少
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解決策の検討

具体例として

先輩からのアドバイス
教員の協力
面談
機会
情報提供の充実



除籍・退学率の減少
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大学のイノベーションの提案

・これを実現するために、どのようなアプ
ローチが必要か。

‐ 大学としての取り組み
・コミュニケーションの場の提供

‐ 教員への働きかけ
・学生相談とアナウンス

‐ 職員の役割
・学生支援と制度企画



除籍・退学率の減少
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大学のイノベーションの提案

‐社会（もしくはステークホルダー）への
働きかけ
学外へ向けた情報提供

‐ 解決策実現のためのハードルと、そ
の打開策
学生の満足感を充実させることが目標



除籍・退学率の減少
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大学のイノベーションの提案

・目標到達地点

除籍・退学率
（例外あり）
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